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1．序

　Mrs．Gaskell，〃e工枇ヴC肋〃。〃e肋。m削1857）の主題を探ることは，比

較的容易である。作者自身が，折りに触れて書いた書簡の中で，執筆意図（主

題）を繰り返し述べているからである。即ち，「Charlotteを弁護するために書

く」と。（作品の主題を指摘した批評は数多く，①「Char10tteの女らしさを強

調すること」（Fraser，㎜∫268－69，353；Hopkins198），②「Char1otteが

“coarse” i不道徳）でないことを訴えること」（Bick135；Easson，亙G150；

Hopkinsユ98；McVeagh25；Stoneman39；Ug1ow，intro．xii），③「Char1otte

の優れた人格を描くこと」（Bick　129－30；Bonaparte243；Brodetsky79；

Chadwick242；Co11oms2；Duthie137；Easson，亙GCH390；Fraser刀5∫

x，491；Ganz187；Gξrin，CB574；Lansbury，亙G：NSC155；Mcveagh
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25，29；Ponard146；Shelst㎝36），④「Charlotteの聖人ぶりを示すこと」

（Bick118，119；Chadwick242；Easson，亙G148，155；Eassoh，亙GCH380≡

Pollard159），⑤「Char1otteが，倉昨活動よりも千家庭の仕事を優先し，しか

も，その義務をいかに忠実に果たしたかを描くこと」（Duthie129；Rubenius

59－60；Spencer17－18，71）など，拾い上げれば切りがないが，いずれの場合

も，「作品は“coarse”でも；作者はそうではないことを，世間に訴える」（Gεrin，

亙G164，194；G6rin，intro．vii；Spencer69）という意味で，「Char1otte弁護」

を主題とする，と一括してよいであろう。）

　では，その主題ないし執筆意図は，作品の内容と構造にどのように反映され

ているだろうか。この問題を明らかにすることを，本稿の目的にしたい。

　手順としては，まず，Charlotteとの交流の中で綴られたMrs．Gaske11の書

簡から，執筆意図と執筆方針に関わる言及を拾い上げ，「作者が，自分の意図

を，どのような方針で，具体的に作品に盛り込んで行こうとしたのか」を探る。

　次に，そのような方針に基づいて描かれた作品の内容を分析・整理すること

によって，「書簡で明らかにした執筆目的と方針が，どのように作品に生かされ

ているか」を検証する。

　最後に，作者の主な春場人物への言及回数を図表化することにより，予め意

図された主題が，予め意図された方針た基づいて，どのように作品構造に反映

されたか，具体的に点検する。

ll．伝記執筆の経緯

　伝記成立にまつわる諸事情については，Easson，亙G126－58；G6rin，亙G

159＿78，189＿201；Hopkins158－99；Sanders77－103；SHB　iv186－246；Short－

er1－26；山脇183－278等に詳しく跡付けられているから，細部についてはそち

らを参照して戴くことにして，ここでは，「執筆意図と執筆方針に関わる言及」

に絞って，執筆過程を整理しておく（「表1The〕fe　of　Charlotte　Brontさ執

筆の経緯」を参照されたし）。
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　　表1　肋e止脆。f　Cわa〃。施肋nfε執筆の経緯

日　　付 宛　　　　名 摘　　　　　　　　　要 典　　　　拠

1855．3．31 Charlotte　Brontεの死 ZCB524

5．31 George　Smith 初めて伝記執筆の意図を漏らす 〃物7∫345

6．4 George　Smith 「個入的な回想録を書いておきたい」 工e赫舳348

6．6 E．N．からMr．Nicho11sへ手紙 SHB　iv189

6．16 Mr．Br㎝tεの執筆依頼 SHB　ivユ90

7．23 Haworth訪問 SHB　iv191

10．末 George　Smith 「一巻分位の資料は集まった」 エe施κ372

12．20 Enen　Nussey 「まだ一行も書いていない」 工召物用876

1856．I．7 亙11en　Nussey 「ほぼ構想がまとまった」 L励ms878

2．22 Ellen　Nussey 「20貫ほど書いた」 工e施灼878

5．6 Mar三ame　Gaskell 「今夜，Bmsselsに発つ」 Lε肋欄880

7．9 Enen　Nussey 「20頁進んだ」 五e物附395

7．23 Sir　J．K－S．と共に，Haworth訪問 G6rin亙G172

8．19 George　Smith 「半分位まで進んだ」 L畠施灼404

8．22 L．Wheelwright 「Brusse1s留学時代を書き始めた」 工e施κ404－05

918 Emi1y　Sh自en 「9月29日完成は無理」 Le施用410

9．1エ （by　M．G．）E．N． 「1846年の記述に入った」 エ召物πs882

9．30 George　Smith 「過労で倒れた」 工肋鰍s415

Autumn Eme1yn　Story（？〕 「来年2月末1こは完成させたい」 工e枕畑4｝6

10．2 George　Smith 「これまでに300頁書いている」 ムe肋κ417

12．26 George　Smith 「前作の倍以上の労力をかけた」 工e施附430

1857．1．初 W．W．orE．Story 「残り200頁，明日印刷開始」 工召物γs434

1，12 E11en　Nusseyの来訪 Le肋κ∫438

2．7 L．Whee1wright 「今日脱稿した」 工e肋灼439

2．13 ローマヘ出発 エe肋閑445

3，250r27 初版の出版 Gεrin亙G189

5．9 第二版の出版広告出る Uglow　intro．18

5．28 ローマから戻る 工e批ms452

8．22 第三版の出版 Gεrin亙G200
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　Mrs．GaskeHが，初めてChar1otteの伝記執筆の意図を漏らした手紙は，

Char1otteが亡くなった日（1855年3月31日）からニカ月後の5月31日，

Smith＆EIder出版社の社長George　Smithに出した手紙である。該当箇所を

引用する。

　“Sometimes，it　may　be　years　hence－but　if　I　live　enough，and　no　one

－is王iving　whom　such　a　publication　w01ユ1d　hurt，I　wi11　publish　that　I　know

of　her，and　make　the　wor1d（if　I　am　but　strong　enough　in　expression）

honour　the　woman　as　much　as　they　have　admired　the　writer．”　（工e〃eκ

345）

　この箇所は，批評家たちによって何度も引用されている（例えば，Duthie105；

Ganz187；Uglow，万0390；Wrightユ49）が，ここで，「“the　writer”として

のChar1otteと同じように，‘lthe　woman”としての彼女も，世間に賞賛させた

い」という意志が述べられていることに注目しておきたい（・）（“［it］is　Charlotte

Bront毫the　suffering　woman　rather　than　Currer　BeH　the　successful　author

who　had　attracted　Mrs．Gaske11’s　attention　from　the　start”（She｝ston24））。

同年6月4日，同じくGeorge　Smithに宛てて出した手紙には，「この夏の休暇

申に，記憶が薄れないうちに，Charlotteのことを思い出す限り書き留めておこ

うと決意した」旨伝え（工e肋γ∫347），更に，「Charlotteの個人的な回想録を書

いておきたい」という意図を，次のように明らかにしている。

　“I　thought　that　I　wou1d　simp1y　write　down　my　own　personal　reconec－

tions　of　her，from　the　t｛me　we　irst　met　at　Sir　J．K．Shuttleworth’s，

tening　what　was　right＆丘tting　of　what　she　to1d　me　of　her　past1ife，and

here＆there　copying　out　characteristic　extracts　from　her　letters．I

cou1d　describe　the　wi1d　b1eakness　of　Haworth＆speaking　of　the1ove＆

honour　in　which　she　was　held　there．”（Ze物κ348）
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　この引用の中で，Mrs．Gaskenが，Charlotteの個人的な思い出を書く際に，

“Icou1ddescribethewi1dbIeaknessofHaworth”と書いていることを，覚え

ておいて戴きたい（b）。この二日後の6月6日，Charlotteの親友E11en　Nussey

が，Char1otteの夫Mr．Nichons（「Mr．Brontε宛」とGanzが書いている（279）

のは誤解）に，「Charlotteの伝記を書いてくれるようMrs．Gaske11に依頼して

はどうか」との手紙を書き（“Wi11you　ask　Mrs．Gaskeu　to　undertake　this

justandhonorabledefenceP”（SHBiv！89）），それから十日後の16日には，

Mr－Brontεが，伝記の執筆を依頼する手紙を，Mrs．Gaskellに出している

（“You　seem　to　be　the　best　quali丘ed　for　doing　what　I　wish　shou1d　be　done”

（SHB　iv190））。

　もともと，自分なりの“PersonaI　reco11ections　of　CharIotte”を書く気でい

たMrs，Gaske11は，“most　unexpected1y”（工e〃㈹349）にこの手紙を受け取

り，更に二日後の6月18日，GeorgeSmith宛に，「厳粛かつ精一杯に，この義

務を果たしたい」旨の手紙を送っている（工e材㈱349－50）（“Itwaswithareal

sense6f　duty　to　her　sub5ect　that　she　undertook　the　task”（Chadwick223））。

同じ手紙の中で，Mrs．Gaskellは，Mr．Brontεからの依頼を引き受けるにして

も，“I　shau　have　now　to　omit　a　good　deal　of　detai1as　to　her　home，and　the

circumstances，which　must　have　had　so　much　to　do　in　forming　her　charac－

ter”（工e肋γ∫349）．と言っている（c）。

　同年7月23日には，早速Haworthへ出かけ，Mr．Bront芭とMr，Nichollsに

会っている。翌日の7月24日付けE11enNussey宛の手紙には，「Charlotteの

作品を賞賛する人たちは，“the　circumstances　whichmade　herwhatshe　was”

を知りたいと思うでしょう」（工e肋γ∫361；SHB　iv192）と書いている（d）。

　それ以降精力的に取材を続けながら，8月23日には，“Iwant　meη切肋m－

Zα7I　can　co1Iect，not　necessari1y　for　publication，but　to　trust　to　my　honour

and　discretion，and　to　enab1e　me　to　form　a　picture　of　her　character，＆a

drama　ofher　life　in　my　ownmind．”と，執筆の熱意を語り，更に，“I　wanttO

know　au　I　can　respecting　the　character　of　the　popuIation　she　Iivξd　amongst，
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＿the　character　of　the　jndividua1s　amongst　whom　she　was　known”（工e〃㈱

369）．と，彼女を育んだ住民について知りたいと語っている。つまり，このこと

は，Mrs．Gaske11が，伝記執筆開始当初から，Char1otteの人格形成において，

Hawort兵がいかに大きな意味を持っているか，把握していたことを意味する

（e）。

　9月6日には，Char1otteの手紙を送ってくれたEllen　Nusseyに対して，

「Char1otteは，自分の成すべき義務を懸命に果たす，堅固な意志の持ち主であ

る」（“she　was　one　to　study　the　path　of　duty　weI1，and，．having　ascertained

what　it　was　right　to　do，to　fonow　out　her　idea　strictlyl”）．という読後感を得

たと告げている（工e施用871）（f）。同じ手紙の一節“I　am　sure　the　more　fu11y

she，Charlotte　Bronte＿the戸5ema　the励mg肋e7the∫鮎e7the　m枇is　known

－and　known　where　need　be　in　her　ovm　words－the　more　highエy　wi11she　be

apPreciated”（工e地7s871）．てば，「Char1otte自身の言葉で，Charlotteの人生

を描く」という執筆方針が明言されている（この一節も，よく批評家に引用さ

れる。例えば，Ug1ow，intro．xv。また，Mrs．Gaskellがこの方針で執筆してい

ることを指摘した批評は数多く，Chadwick221，223；“spectator　narrator’’

Duthie108，189；Eifrig71；HaIdane166；“Everywhere　respect　is　shown

for　primary　documents”　（Hopkins　199）；Lansbury，亙G＝NSC　136；

McVeagh25，27；Sanders92；Wright151．が例として挙げられる）（9）。．10月

末のGeorge　Smith宛手紙には，「大分資料が集まって，一巻分位にはなる」と

進捗状況を報告している（工e〃eγs372）が，・12月20日の時点では，事だ一行も

書いていない（工e〃eκs876）。

　翌1856年1月7日には，「ほぼ構想がまとまった」とE11en　Nusseyに宛てて

書き（工e物㎎878），2月22日には，同じくE11en　Nusseyに，「二十頁ほど書い

た」と告げている（工e肋閑878）。3月15日には友人のHarrietAndersonに宛

て，“I　have　to　be　accurate　and　keep　to　facts；a　most　di舐。u1t　thing　for　a

writer　of　iction”（Chapple，G町70）。と，「事実を忠実に記録しなければなら

ない」と考えていることを伝えている。4月29日に，“Iwas＆amveryanxious
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to　do　it　thoroughly　well，as　anything　about　her　ought　to　be　done”（ムe施κs

387）1と伝記に賭ける熱意を語り，5月6日には，「今夜Brusse1sに発つ」と，

ロンドンから，娘のMarianneに宛てて書き，Char10tteの留学時代の様子を取

材するため，大陸に渡っている（ムe”ms880）。

　執筆中の同年7月9日付けEllen　Nussey宛手紙では，“I　am　convinced　the

more　her　character　and　ta1ents　are　known　the　more　thorough1y　win　both　be

admired　and　reverenced”（工e〃㈱395）．と，「伝記の中心が，Charlotteの人格

描写であること」を示唆し（h），「昨日は雨だったので，執筆に集中出来，二十頁

進んだ」と進捗状況を述べている。続けて，“truth　and　the　desire　of　doi㎎

justice　to　her．compe11ed－me　to　state－ 狽??@domestic　peculiarities　of　her

chi1dhood，which（as　in　aI1cases）contributed　so　much　to　make　her　what　she

was” i工e材e7s396；SHB　iv203）．と書き，「幼少時の家庭環境を描くことが

Charlotte理解に不可欠である」という考えを吐露している（i）。

　7月23日には，文人で友人のsirJamesKay－shuttIewOrthと共にHawor－

thを訪れ，渋るMr．Nicho11sから，〃e〃批∫∫oγと亙mmα，及び初期作品の

原稿を，借り出している（Gξrin，亙G172；工e〃㈱398－99，882）。8月1日付け

George　Smith宛の手紙では，〃e〃批∫∫oγには，Brussels時代の教師Mr1

HegerへのChar1otteの恋情が露骨に描かれているのではないかと危惧し

（工e施用401）（j），8月13日の同人宛の手紙には，「その危慎は杷憂であったか

ら，出版に反対する理由がなくなった」と述べている（工e娩κs403）（k）。この二

通の手紙は，CharoItteが世間から「不道徳な女」と見なされることを恐れる

Mr＆・Gaske1Iの気持ちを，如実に表わしている。

　同年8月19日付けGeorge　Smith宛の手紙には，「半分ほど進んだと思う。

残りは，手紙を写すだけだから，それほど時間はかからないと思う」と進み具

合を報告し，慎重に手紙を取捨選択して抜粋してはいるが，“her　language，

where　it　can　be　used，is　so　powerfu1＆1iving，that　it　would　be　a　shame　not

toexpresseverythingthatcanbe，inherownwords”（工e娩κ∫404－05）．であ

ると述べ，「Charlotte自身に語らせる」という方針を取った理由を，間接的に
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説明している（1）。8月22日には，「Brusse1s留学の部分を書き始めたところ」

（第1巻第ユ1章）と，Char1otteのBrusse1s時代の友人LaetitiaWhee1wright

に書き送っている（ムe肋γ∫405－06）。

　同’年9月8日の友人Emi1y　Shaen宛手紙では，「乃e〃枇∫∫oγは，

“dis丘gured　by　more　coarseness，一＆Profanity　in　quoting　texts　of　Scripture

disagreeab1y　than　in　any　ofher　other　works”だから，あまり評価しない」と

述べ，作者が，Char1otteの“coarseness”に対して敏感になっている姿勢が，

垣間見れるφ）。続けて，「Michaelmas（9月29日）迄に完成させることは恐ら

く無理」と言い，更に，「新資料が見つかったので，Char1otteの十二歳頃の記

述を，四十頁分書き直した」ことと「夏季休暇中に，百二十頁書いた」ことを

報告している（工e地κs410－11；SHB　iv207－10）。9月11日には，1846年の記

述（第1巻第14章；「表2Th6］fe　of　Char’otte8rontεの構成」を参照さ

れたし）に入り（Le物バ882），その後，過労で倒れてから（工e〃eバ415），同年

秋には，「来年の二月末までには完成させたい」と述べ，“in　her　case－more

vis1bly　than　in　most　her　circumstances　made　her　fau1ts，whi1e　her　virtues

were　her　own”（工e施κs416≡SHB　iv211）．と，執筆方針の基幹に関わる重要

な発言をしている（・）。

　10月2日には，George　Smithに宛て，「Mr．Nicho11sには，〃e〃枇∬07

をもっと更訂して欲しかった。何故な．ら“I　w6u1d　not，if　I　cou1d　he1p　it，have

another　synable　that　cou1d　be　ca11ed　coarse　to　be　associated　with　her　name．”

だから」と述べている（工e物7∫417）。これも，執筆方針の基幹に関わる発言で

ある（o）。その後に続く，“leavingallauthorshipononeside，hercharacteras

awomanwas早nusualtothepointofbeingmique一”という文は，「作家とし

ての一Char1otteではなく，女性としてのChariotteに，関心を寄せていること」

を，Mrs．Gaskenが告白したものである（P）。更にその後には，“I　havewritten

upwards　of3000f　mツ（foo1scap）pages，and　I　am　just　ending　the　year1845

［第1・巻第14章］．The　next　nine　or　ten　years［1846－55年。Charlotteは，・

30－38歳。ほぼ第2巻全章に当たる］winbeveryinteresting．Ihavegotsuch
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　　　　　表2　The止脆。fCharloffeBmn俗の構成

章 Charlotteに関する主な事柄 真数（頁〕 該当年代 年齢

Voll　I

I Haworthの陰欝さ 7（53－59）

II the　Brontεsを育んだ環境（Yorkshire〕の特徴 17（60－76）

11I 父・母・幼年時代 19（77－95） 1777．3．17－！821 O－5

1V Cowan　Bridge　Schoo1での辛酸な体験 14（96一ユ09） 1822－1825．夏 6－9

V 幼少期の作品 14（110－23） 1825．秋一30．6．22 9－14

VI Miss　Wooler’s　Schoo1at　Roe　Headでの幸福な日々 19（124－42〕 1831 15

V1I HaWOr㎞での思索に暮れる日々 15（143－57〕 1832－35．7．6 16－19

V1II 作家志望・gOVerneSSの辛さ 38（158－95） 1835．？．29－39．12．21 19－23

IX 姉妹の絆の強さ・gOVemeSSの職を探す 14（196L209） 1840 23－24

X 二度目の家庭教師・学校経営の実現へ向けて ユ4（21ト23） 1841．3－42．1．20 24－25

XI 充実したBrussels　life 26（224－49〕 1842 25－26
＿　＿，

XlI 孤独なBrusse1s1廿e 20（250－69） 1843．1－44．1 26－27
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V Haworthでの孤独な日々 12（395－406） 1850．1－50．3 33

VI 孤独に耐える・文人との交わり・父娘の絆 1O（40ト16） 1850．4－50．8 34
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XII London行き・二度目のMrs．Gaske11宅訪問 14（490－503） 185311－53．4 36

X皿I Mrs．Gaske11初のHaworth訪間・結婚・信仰心 21（504－24〕 185315－55．3．31 37－38

XIV 葬儀の様子とChar1otteへの賛辞 2（525－26〕 1855．4

◆真数（頁〕は，Gaskell，Elizabeth．テ㎏工枇ψC勉励施肋m産1 London：Peηguin　Books，1975．による。
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good　materia1s．”と言っている。最後に，Branwellを破滅させたLady　Scott

（Mrs．Robinson）に対して，訴訟を起こしたい旨，述べている（工e材eバ418）。

　11月15日のGeorge　Smith宛書簡には，“I　am吻。∫’carefu1to　put　nothing

in　from　Miss　Bronte’s　letters　that　can　in　any　way　imphcate　others”（Le肋γs

421）．と，伝記執筆の難しさを語っている。

　12月26日の同人宛書簡では，“a　piece　of　womanliness（as　opposed　to　the

common　ideas　of　her　being　a‘strong－minded　emancipated’woman）which　I

should1iketobringout”（Le材e㎎430）と，Char1otteをどのような女性に描こ

うとしているのか，自分の意図を明言している（q）。同じ手紙で，「伝記執筆に賭

けた労力は，Noγ肋αma∫om肋（1855）の時の二倍以上」と述べているが，これ

は報酬を求めるためのものとは言え，伝記執筆に賭けたMrs．Gaskellの恵一気込

みが伝わってくる発言である。

　12月29日の同人宛書簡では，「Lady　Scottへの非難が過ぎるのでは」と忠告

されたことに対して，“you　were　a　friend　of　M1ss　Brontε’s，＆must　be　as

anxious　as　I　am　to　p1ace　her　where　she　ought　to　be”（工e施κs432）1と反論し

ている。この反論は，伝記の目的が，“to　place　CharIotte　where　she　ought　to

be”であることを裏付ける発言である（・）。

　年が明けて，1857年1月には，「まだ二百頁は書かなければならないのに，出

版社では，明日から印刷が始まる」（工e〃eγs434）と言い，1月12日には，Enen

Nusseyが原稿を読みに，PlymouthGroveを訪ねて来，19日には，「原稿を読

んで，Char1otteの生涯と性格が正確に記されていると，E11en　Nusseyが誉φ

てくれた」旨，Smith＆Elder社の編集顧問W．S．Winiamsに書き送っている

（工e娩㎎439；SHB　iv211）。

　2月7日に，遂に脱稿（ムe〃ezs443；SHB　iv214）。同月13日にはロー÷旅

行に出発している（工e娩㎎445）。3月25日には，初版が出版され（G6rin，写G

189）（Uglowは，27日と言っている（亙G424；intro－xviii）），5月9日には，．第

二版の出版広告が出る（Ug1OW，intr0．XViii）。

　5月28日にローマから戻り（工e〃㈱452，453），6月1日には，R．S，O1dham
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牧師に向けて「Emilyには，“somethingterri丘。”という印象を持っている」と

言い，「伝記執筆は，自分に課された義務であると考えていた」と告白している

（五e〃eバ448－49）。

　6月6・月のChar1es　Kingsley宛の返事には，“I　tried　hard　to　write　the

truth”（工e施肥453）．と書いている。これは，伝記の記述に不満を持って，自分

を提訴しようとしているMr．Carus　Wi1sOnに対する弁明として，自己の信念

を語ったものである。同月16日のE11enNussey宛の手紙には，“I励a∫o卿

to加〃’んeケmオ払　＆I　be1ieve　mom　I　hit　as　near　the　truth　as　any　one　co勿Za　do．

And　I　weighed　every1ine　with　an　my　who1e　power＆heart，so　that　every

line　should　go　to　its　great　purpose　of　making加プknown＆valued，as　one

who－ ?≠п@gcne　through　such　a　terrib1e1ife　with　a　brave＆faithful　heart”

（ムe焼灼454）．と書き，①真実を書こうとしたこと，一②目的達成のため，一字一

句に注意を払ったこと，を明らかにし，③その目的は，「CharIotteが，勇敢に

かつ信仰に堅く立って，試練を耐え通したことを描写することである」と，宣

言している（s）。「真実を書こうとした」という弁明は，同年7月16日，Haworth

の文具店店主John　Greenwoodに宛てた手紙にも繰り返されている（“I　feel　I

have　tried　my　utmost　to　write　the　Life　as　truthfuuy　as　it　has　been　in　my

power　to　do”（工e物バ460））。

　諸方面からの苦情により，第二版の販売は見合わされ，初版を改訂した第三

版が，8月22日に出版され存（G6rin，亙G200）。

　翌！858年ユ月28日，MaryTay1orが，EllenNusseyに手紙を送り，“Libel－

lous　or　not，the　irst　edition　was　a11true”（SHB　iv229）．と述べて，「真実を

書いた」というMrs．Gaskellの主張を弁護している。

　以上，執筆目的と執筆方針に関わる言及部分を，Mrs．Gaske11の書簡から拾

い上げて，伝記執筆の経緯を辿ってきた。その結果分かったことは；」次の通り

である。

　伝記執筆の目的は，三つに要約出来る。即ち，
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　　①“thewriter”としてのCharlotteよりも，“thewoman”としての

　　　Charlotteを描くこと（Hopkins162）（（・）（P）（q））

　　②Char10tteの優れた人格を描くこと（（f）（h）（・）（・））

　　③CharIotteが“coarse”ではないことを訴えること（（j）（k）陣胴）

である。

　この目的を達成するために，作者が用いた執筆方針は，

　　①Char10tteの人生を，「環境」を基に描くこと（（b）（・）（d）（・）（i）（・））

　　②出来るだけChar1otte自身の言葉を利用し，自分は陰に隠れること（（9）

　　　（1））

の，二点である。

　つまり，本章の要点を一言で言えば，「Mrs・Gaske1！が，書簡を通して語って

いる伝記執筆の意図は，『Char1otteの人格の高潔さを世間に訴える』という目

的を，『作品の不道徳性を彼女が育った環境に帰する』という方法を用いて・，果

たすことである」ということになる（“Ishou1d1ike　to　te11you　agood　deal

about　Miss　Brontε＿＆her　wi1d　sad1ife．．．and　after　a11　she　is　so　much

better，＆more　faithfu玉t耳an　her　books．”と，SpencerがMrs．GaskelIの未

公開の手紙の一節を紹介しているが（69），これは，伝記の主題を作者白ら要約

したものである，と言えよう）。

l11．作品内容の分析

　「Char1otteが育った環境を記録することで，彼女を弁護する」という執筆方

針が，具体的にどのように作品に生かされているのか。本章では，二段階に分

けて，このことを探ってみたいと思う。

A．三つの基軸

作晶内容を分析するに当たり，内容の基軸となっていると考えられる三項目
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に添って，作品の特筆を整理したいと思う。三つの基軸とは，即ち，1．Haworth

の描写，2．父との絆，3．Char1otteの美徳，である。

　1．Haworthの描写

　伝記を初めて読んだ者は，Charlotte　Bront豊の伝記であるにも関わらず，終

始一貫してHaworthの描写が消えないことに，驚かれるだろう（「グラフ　各

登場人物の章別頁当たリ言及頻度」を参照のこと）。

　Mrs－Gaske11は，Char1otteの生い立ちから語り始めるのではなく，Keigh1ey

駅からHaworth牧師館に至るにつれ明から暗へ変化する風景描写から説き起

こす（第1巻第1章；「表2The口fe　Of　Charlotte　Br㎝tεの構成」を参照の

こと）。第2章で，幼年期のBrontε姉妹を育んだYorkshireの土地と人間の特

色を詳述し，第3章で，Patrick　Bront§とMaria　Branwe11の結婚に至る経緯

を簡潔に述べ，その章の半ばで，ようやくCharlotteの誕生を語る。

　対象となる人間の伝記を，その人物を育んだ土地の描写から始めただけでな

く，作者は，その後も，折に触れてHaworthの描写を取り入れる。例えば，

“Haworth　Parsonage　is．．．an　oblong　stone　house”工）；“My　sister　Emily1oved

the　moors”（158）≡“Haworth　seems　such　a　Ione1y，．quiet　spot，buried　away

from　the　wor1d”（266）；“Nothing　happens　at　Haworth；nothing，at　least，

of　a　pleasant　kind”（310）；“During　the　ear1ier　months　of　this　spring，

Haworth　was　extremely　u沽ealthy”（407）；“Oh！those　high，wi1d，deso1ate

moors，up　above　the　who1e　world，and　the　very　rea1ms　of　si1ence！”（506）な

ど，例を挙げればきりがない。

　更に，作者は，「第2巻第8章」で，牧師館を訪ねたChar1otteの友人が，

Haworthの印象を詳細に述べた手紙を引用するに当たり，“［This　letterコwi11

show　the　impression　made　upon　strangers　by　the　character　of　the　country

romd　her［Char玉。tte’sコhOme，and　other　circumstances”（429）．と前置きして

おり，「第2巻第9章」では，晩夏のHaworth　Moorを描写したCharlotteの

手紙を引用する際に，“I　copy　the　fo11owing，for　the　sake　of　the　few　words
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describing　the　appearance　of　the　heathery　moors　in1ate　summer”（445）．と

述べている。この二例は，作者が，作為的に，Haworthの描写を取り入れてい

ることを，裏付けるものである。

　また，“Wearied　out　by　the　vividness　of　her　sorrowful　reconect1ons，she

sought　relief　in　long　walks　on　the　moors”（428）．から分かるように，作者は，

ρharlotteが肉体的・。精神的に参った時，安らぎを与えてくれるものとして

Haworthを捕え（182；183；189；192；393・；394；・409），あるし）はCharlotte

がHaworthを離れてい・る時ですら，“far　way　from　their　belovedhome，and

the　dear　moors　beyond”（225〕とか，“The　strong　yearning　tO．9o　home　came

uponher”（259）．とい。う具合に，「郷愁」という形で，Haworthの描写を挿入す

る（224：239；262；420）（HawOrthは、，時には安らぎ．の場所となり，時には苦

し亭の場所となる（Brodetsky78；Hopkins174；Lansbury，亙G1柵C140，

146））。

　そして最後は；CharlotteがH早worthで死んだこと（524）と，Char1otteの

墓を訪れる。Haworthの人々を描いて（525－26），伝記を終わらせ，正に；

「Haworthから物語を始めて，Hawoヰhで物語を閉じ。ている」．。のである

（Chadwick25Z；Easson，万G132；～o11ard152；。山脇・227）。

　2．．父との絆

　伝記の第二の内容的特徴としては，「Char！otteと，Mr．Brontεとの絆が強調

されている」と．いうことである。。

　まず，Mr．Bront嘗の奇癖を紹介した後，作者は，その理由を“I　have　named

these　instances　of　eccentricity．．in　the　father　because　I　hρ1d　the　know1edge　of

them　to　be　necessary　for　a　right　understanding　of　the1ife　of　his　daughter”

（90）。と述べ，。Mr一βrontεがChar1otteの人生に与えた影響の大きさを，読者の

脳裡に刻みつける。

　“［Mr．Brontε’sコPrecepts　to　this　effect［distrust　of　others］，combined

．with　Char1otte’s1ack　of　hope，made　her　a1ways－fearfu1of　Ioving．too　much”
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（153）．は，父の価値観が娘に及んでいることを，明記した文である（同様の例が

（111；146；174）にも見られる）。Char1otteは，子供の頃から父親の忠告に従

順で（175），彼女の政治への関心は，父親の教育による所が大きく（118；120；

131），Mr．Hegerは，「Char1otteとEmilyの美点は，父親の教育の賜物である」

一と言っている（247－48）。

　Char1otteにとって，父親に孝行することは，“a　sacredPious　charge’’（274）

であり，彼女は，死ぬまでそれを怠ることはない。また，楽しみにしていたE11en

Nusseyとの旅行を彼女が諦めようとするの．は，父の気持ちを慮ってのことで

あるし（193），気の進まない“govemess”の仕事を敢えて選ぼうとするのは，

父の経済的負担を軽くする一ためであ．る（208）。

　Charlotte＝が，父の性質を受け継いていることも，；人の絆の強さとして，忘

れてはならない事項であろう。例えば，子供嫌い（“hewasnotnatura11yfond

of　children”（84）；“Chi1dren　were　to　them。［the1itt1e　Brontεs］the　troub1e－

some　necessities　of－humanity’1（211）；Lansburyは，“Throughout　the

biography　Elizabeth　Gaske11is　at　pains　to　emphasise　that　Patrick　Bron－

t崔’s　dis1ike　of　children　was　perpetuated　in　his　own　famiIy”（亙G　jハ層C148）．

と言っている），“stOic”なところ（166；313），文学好き（324），そして，“He　was

an　active．wa1ker，stretching　away　over　the　moors　for　many　mi1es”（89）；

“［Drawing］and　walking　out　with　her　sisters，formed　the　two　great　plea－

sures　andreIaxations　ofher　day”（144）．とあるように，the　moorsを好んで歩

くこと，最後に，Char1otteの意志の強さや忍耐力（88；303；313；401）な

ど。

　二人の絆の強さについての言及は，更に続き，Charlotteは，“I　fee1reluctant

to1eaveつapafor　asing1eday”（278）．と言い，Ameが死んでからは，“［When］

anything　ai1s　Papa，I　fee1too　keen1y　that　he　is　the　last＿the　only　hear　and

dear　re1ative　I　have　in　the　wor1d”（381）．という思いに駆られる。二人きりに

なった父と娘を，Mrs，Gaske11は，“1ovingeachotherdeeply”（415）と形容し，

“There　is　not　one　Ietter．of　hers　which　I　have　read，that　does　not　contain
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some　menti㎝of　her　father’s　state［of　heaIth］”（415）．と述べている。Char－

1otteは，“［It］wou1d　be　wrong　to　leave　Papa　often’’（420）．と，父を気遣い，

父親を牧師館に置き去りにして結婚することは考えられず（445）（Rubenius

は，“［Charlotte’sコ　absolute　obedience　to　her　father　is　indeed　one　of　the

things　for　which　Mrs．Gaske11expresses　her　admiration　in〃e工旅げ

C肋γZ0〃e砂0m”（94）．と述べている），書評が出たら，まず最初に父親に見せ

たいと思う（499）。

　一方，Mr．Brontεの方も，Char1otteを大切に思っている。娘の為に，出来

るだけ外出の機会を与えたいと考え（“Her　father　was　a1ways　anxious　to

procure　every　change　that　was　possible　for　her”（417）），「Char1otteが結婚し

て牧師館を去ったら，自分は何処かに下宿でも探す」と弱音を吐き（445），Char－

10tteに去られると困るから，彼女の結婚には，決まって反対する（499）。

　Charlotteが病気になった時，娘を心配するMr．Brontεと，病気を押して父

に尽くそうとするCharlotteの様子を描写した次の引用，

　“Mr．Brontεwas　miserably　anxious　about　the　state　of．his　only

remaining　child．．．．she　kept　out　of　bed，for　her　father’s　sake，and

struggled　in　so1itary　patience　through　her　worst　hours、｛’（466）

は，二人の絆の深さを良く表している。

　3．Char－otteの美徳．

　内容上の特徴の三つ目は，「度重なる試練と，それに耐え通すChar1otteの美

徳が，繰り返し描かれている」ということである。

　作者は，第1巻第4章で，“I　have　quoted　the　word’bright’in　the　account

of　Charlotte．I　suspect　that　this　year　of1825was　the1ast　time　it　could－ever

be　app1ied吉。　her”（108）．と述べることにより，以後，彼女の人生が苦難の連続

であることを予告する。続けて，“In　looking　over　the　ear1ier　portion［ofher
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letters　to　E11en　Nussey］，I　am　struck　afresh　by　the　absence　of　hope，which

formed　such　a　strong　characteristic　in　Char1otte．．．．In　after－life，I　was

painfu11y　impressed　with　the　fact，that　Miss　Brontεnever　dared　to　a11ow

herse1f　to　Iook　forward　with　hope；that　she　had　no　con丘dence　in　the　future；

and　I　thought，when　I　heard　of　the　sorrowfu工years　she　had　passed　through，

that　it　had　been　this　pressure　of　grief　which　had　crushed　all　buoyancy　of

expectation　out　ofher”（143）．と述べ，Charlotteの人生観の特徴が“hopeless－

neSS” ﾅあることを提示する。

　　それから，作者は，時には，“I　seeplain1yjtisprovedto　us　that　thereis

scarce1y　a　draught　of　mming1ed　happiness　to　be　had　in　this　world”（277）；“I

have　endured，however，such　tortures　of　uncertainty　on　this　subject

［Emi1y’s1ifeコthat，at1ength，I　cou1d　endure　it　no　longer”（355－56）．などと，

絶望的になるCharlotteを紹介しながらも，「単調な生活」（“Thesedentary　and

monotonous　nature　of　the1ife，too，was　preying　upon　her　health　and

spirits”（166）），「孤独感」（“I　get　on　here［Brussels］from　day　to　day　in　a

Robinson－Crusoe－Hke　sort　of　way，very1one1y”（255）），「郷愁」（“sick　for

home　she　stood　in　tears”（129）），「肉体の病」（“this　dread　of　u1timate　blind・

ness” i277）），「肉親を失う悲痛」（376－77）などに耐えて，奮闘する彼女の姿を

描き続ける。

　　CharIotteの美徳は，次のように紹介されている。

　　彼女は，試練を受け入れる覚悟を持ち（“［Asコto　disappointment，why，a11

must　suffer　disappointment　at　some　period　or　other　of　their1ives”（214）），

それに立ち向かうための忍耐を厭わない（“If　I　mean　to　improve，I　must

strive　andendure”（407））。そのために，彼女は意志の強さを備えていて（22ユ；

225；361），“I　felt　that　however　often　I　was　disappointed，I　had　no　intention

of　relinquishing　my　efforts”（211）；“It　is　my　nature，when　left　a1one，to

strugg1eonwithacertainperseverance”（363）．と言う。“Submission，cour－

age，exertion，when　practicab1e，一these　seem　to　be　the　weapons　with
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which　we　must　ight　life’s1ong　batue”（479）．は，苦難に立ち向かう彼女の勇

気を示した言葉である。

　彼女は，また，どんなに苦しくても，自分に課せられた義務を忠実に果たす

（2641306；306－07；309；340；345）。そういう彼女を，作者は，“She　seemed

to　have　no　intere§t　or　pleasure　beyond　the　feeIing　of　duty”　（160）、という

Char1otteの親友Mary　Taylorの言葉を借りて評し，また，自らは，“［The］

strong　feeling　of　Duty．．．Iay　at　the　foundation　of　Char1otte’s　character”（181）．

と述べている。

　忍耐力，強固な意志，自らを犠牲にしてまでも義務を果たそうとする姿勢，

に加えて，彼女は，責任感が強く（ユ11），善一や真理を希求し（162；221；

441），試練の時にあっても，感謝の心を忘れない（312；383；498）。

　彼女の，そのような美徳の基になっているのは，一言で言えば，「信仰心」で

ある。

　“The　right　path　is　that　which　necessitates　the　greatest　sacri自。e　of　se1f－

intεrest＿which　imp1ies　the　greatest　good　to　others；一and　this　path，steadily

fonowed，win　lead，I　be1ieve，in　time，to　prosperity　and　to　happiness；

though　it　may　seem，at　the　outset，to　tend　quite　in　a　contrary　direction”

（296）；“God　has　sustainedme　in　a　way　that　I　marve1at，through　such　agony

as　I　had　not　conceived”（357－58）；“These　things［her　sisters’deaths］wou1d

be　too　much，if　reason，unsupported　by　religion，were　condemned　to　bear

them　a1one”（364）；“I　db　not　know　how　life　wi11　pass，but　I　certainly　do　fee1

conidence　in　Him　who　has　upheId　me　hitherto”（376）；“I　often　think　that

this　world　wouId　be　the　most　terrib1e　of　enigmas，were　it　not　for　the丘rm

belief　that　there　is　a　world　to　come，where6onscientious　e丘。rt　and　patience

wi11meet　their　reward”（473〉1などの言葉は，聖書を熟読していた彼女（94；

162；170；177－78；238）の，堅固な信仰心を表明したものである。

以上の考察から，「Haworthの描写」，「Mr．BrontεとCharlotteの絆」，そし
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て「Char1otteの美徳」に関する記述が，伝記全体を一貫していることがお分か

り戴けたことと思う。

B．「第2巻第13章」の分析

　「第2巻第ユ3章」を特に取り上げたのは，「Char10tteの育った環境を記録す

ることで，彼女を弁護する」という当初の目的を，三基軸を用意することで果

たそうとしていることを，作者が，この章でほのめかしているからであ糺

　この章の内容を簡潔にまとめれば，次のようになる。

前半（504－15）：1853年9月19－22日，Mrs．Gaske11が，初めてHaworth

　　　　　　　を訪れた時の回想を基に，Charlotteのこれまでの人生を

　　　　　　　回顧する部分

後半（5王5－24）：Mr．Nicho11sとの結婚にまつわるChar1ott6の幸福感を基

　　　　　　　に，作者のChar1otte観の結論を述べる部分

　では，これから，作者が執筆意図を示唆している様子を，各々の基軸に添っ

て，検証してみよう。

　1．rHaworthの描写」について

　Haworthの描写を作品にちりばめた訳を，Mrs．Gaskenは，章の前半で，次

のように説明している。

I　understood　hef一一1ife　the　better　for　seeing　the　place　where　it　had　been

spent＿wherβshe　had　Ioved　and　su搬ered．（508）

ここで，彼女は，Haworthを初めて訪ねた1853年9月（「表3Charlotte

Bront6とEIizabeth印skeIlの相互訪問」を参照されたい），「Char1otteの人
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表3　Char1otte　BrontεとElizabeth　Gaskellの相互訪問

相互訪問
日　　　時

C8の EGの
回　数 牟　齢 年　齢 対面場所 奥　　　　拠 摘　．要

1850，8．19－22 34 39 Briery　Close ”助郷128

SHB　iii139－40

1 Easson厄G130
Whitfie1d32

山脇249

1851．6．27－30 35 40 Plymou㎞Grove 工CB450－51

SHB　iii238

2 Brodetsky68

Easson　EG130

W］1itfie1d33

1853．4．22－27 37 42 Pl〕mouth　Grove 〃娩πs230

SHB　iv64

3
Chadwick196

Brodetsky69

Easson五G13工

W㎞tfie1d44－46

1853．9．ユ9－22 37 42 Haworth 〃赫㈱245

工CB508－1王

4 Easson　EG132

H且1dane145

Wh搬ie1d47

1854．5初めの 38 43 Plymouth　Grove 〃‘燃337，346
5 三・四日間 Brodetsky69

Easson田Gユ32

1855．7，23 dead 44 Haworth SHB　ivユ91 with　Mr．

Chadwick222 Gaske11＆
6

G芭rin　CB570 C3therine

Gεrin五G163 Winkworth

“itfield53

1856．7．23 dead 45 Haworth 〃’㈱400－O1， with　Sir

408－12 James　Kay一

一

SHB　iv207－10 Shuttleworth

Gεrin　CB579

Gεrin厄G172

Haldaneユ79

工860．11．6 dead 50 Haworth Ze肋旭641 with　Meta
8 SHB　iv239

Haldaneユ85
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格形成にb　Haworthが大きな影響を与えている，と感じた」と，告白している

（一この訪問が作者に与えた影響の大きさについては，多くの批評家が指摘して

いる。例えば，“The　visit　provided　a　fmd　of　information，on　wh｛ch　she　was

1ater　t6draw　extensive1y．It　a1s61aid　the　basis　of　Mr．Brontε’s　respect　for

Mrs．Gaske11　and　his　subsequent　dependence　on　her　ability　as　his　daugh－

ter’s　biographer”（Brodetsky69）；Chadwick200，221；Duthie22；“The

si1ence　and　caIm　of　the　simp1e，ordered亘ife　at　the　Haworth　parsonage　made

a　deep　impression　on　the　woman　used　to　bust1e　and　action”（Ha1dane149）；

Hopkihs192；Ug1ow，亙G353，445；Uglow，intro，xiv－xv）。

　「Char1otteの人格を，彼女が育った環境を基にして解明する」という，作者

のこの姿勢は，実は，作品中数箇所で，ほのめかしてある（この姿勢について

指摘する評論は少なくなし）。“her　quest　to　show　how　much　what　she　called

Miss　Bront壱’s　fau1ts　were　the　product　of　her　environment”（Fraser，AA

353）；“great　emphasis　is　given　to　the　part　p1ayed　by　environment　in　the

deve1opment　of　the　indiv三dua1”（Hopkins170）；“the　possib1e　in且uence　of

environment　upon　character”（Po11ard153）；“Mrs．Gaske11　attached‡o　the

inHuence　of　environment　on　character”（Sharps167））。例えば，（a）“a　right

understanding　of　the1ife　of　my　dear　friend，Char1otte　Bronte”のためには，

彼女が幼年期を過ごした土地柄を知ることが必要だから，“Isha11endeavour．．．

to　present　some　idea　of　the　character　of　the　peop1e　of　Haworth，and　the

surroundingdistricts．”と，語ったり（60），（b）“Lifeinanisolatedvi11age，or

a1one1y　country＿house，presents　many　litt1e　occurrences　which　sink　into

the　mind　of　chi1dhood，there　to　be　brooded　over”（120），あるいは，（c）“The

recluse1ife　she　had1ed，was　the　cause　of　nervous　shrinking－from　meeting

any　fresh　face，which1asted　a11her1ife1ong”（390）、などと，述べている箇所

である。更に，（d）「第2巻第4章」で∫肋”eツの舞台を説明するに当たり，Char－

1otteが通ったMiss　Woo1er’s　Schoolの位置するWest　Yorkshireの土地柄を

紹介した「第1巻第6章」を参照してくれるようほのめかしているが（378），
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これは，「環境」を基にChar10tteの人生を語って一いることを，作者自らが漏ら

した言葉である。また，（・）ψme助mと∫肋Zeツの作者がHaworth牧師館の娘

であることを知って，West　Riding中の人々が感激したこと・を伝えた後，作者

は，“Miss　Brontεwas　extremely　touched・in　the　secret　places　of　her　warm

heart　by　the　way　in　which　those　who　had　known　her　from　her　chi1dhood

were　proud　and　g1ad　ofher　success”（397）．と述べているけれども，これは，

作者が「第1巻第2章」でYorkshireの特色を詳述したことを思い起こせば，

Charlotteを育んだ「土地」を基に，この伝記を書き進めようとしている作者の

作為が，凄み出た文章であることが分かる。更に，（f）Charlotteを弁護して，

「力m助mに“COarSeneSS”があるのは已むを得ない。何故なら“CirCum・

stances　forced　her　to　touch　pitch”だから（496）」と言っているが，これは作

者の執筆意図をかなり露骨に告白した部分である。

　作者は，「第2巻第13章」の結末で，Charlotteの死を，彼女を育んだHawor－

thの村人の様子と絡ませながら，次のように語っている6

Ear1y　on　Saturday　moming，March31st，一the　solemn　tolling　of　Hawor－

th　church－bell　spoke　forth　the　fact　of　her　death　to　the　vi11agers　who　had

known　her　from　a　child，and　whose　hearts　shivered　within　them　as　they

thought　of　the　two［Mrl　NicholIs　and　Mr．Brontε］sitting　de§oIate　and

alone　in　the　o1d　grey　housel（524）

これは，Charlotteの人生を「環境」を基盤に描いた全編の終局として，また，

この章が全編の要約になっていることを示すものとして，いかにもふさわしく，

作者の作為を偲ばせずにぱおかない締めくくり・方である。

　作者は，このようにして，「CharIotteの人格を描く際の基盤に『環境』を用

いる」という自らの意図を，作中に埋め込んでいる。
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　2．「父との絆」について

Char1otteとMr，Br㎝tεの絆を強調した訳を解明する手掛かりは，章の前半

から抜粋した，次の引用文にある。

He［Mf．Brontε］never　seemed　quite　to　have　lost　the　feeling　that

Char1otte　was　a　child　to　be　guided　and　ru－ed，when　she　was　prenent；

and　she　herseIf　submitted　to　this初ith－a　quiet　docility　that　half　amused，

half　astonished亡ユe．（508）

作者は，ここで，37歳にもなるChar1otteを，いつまでたっても子供と見なす

Mr．Brontさと，そういう父親に従順なCharlotteの姿に，「親子の血のつながり。

の強さ」を深く感じている（“halfastonished’’したのは，そのためである。力

も，Mrs．Gaske11が“half　amused，half　ast㎝ished”した理由を説明するに当

たって，批評家の問には若干意見の相違があるようである。FraSerは，「Mr．

Brontεが，作家になった娘を，一方では誇りに思っていながら，相変わらず子

供の・ように扱うことに，驚レ）た」と・言っており（亙G445），Stonemanは，「Mrs．

Gaskellは，父権制に慣れていなかったため，父権を振りかざすMr．Bronteの

傲慢さに，Char10tteが黙って従うことに，驚いた」と言っている（25）。Bjck

もFraserとほぼ同意見である（136））。

　Mrs．Gaskenは，この後，“But　when　she　had　to　leave　the　room，then　a11

hisprideinhergeniusandfamecameout”（508）．と続け，父親の娘思いを強

調し，また，“Icou1dmtbutdeep1yadmirethePatientdodIitywhcbshe

disP1ayed　in　her　conduct　towards　her　father”（511）．と述べたり，“［Mr．

Brontさ’s　great　age，and　failing　sight］made　it　a－Oaramount　obligation　on　s0

dutifuI　a　daughter　as　Char1otte，to　devote　as　much　time　and　assistance　as

ever　in　attendingto　his　wants”（516）．と言ったり・，結婚後も変わらず父親への

気遣いを示すChar1otteの手紙を挿入したりして（“This　wish　for　his

continued　life，together　with　a　certain．solicitude　for　his　happiness　and
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heaIth，seems，I　scarcely　know　why，even　stronger　in　me　than　before　I　was

married”（520）；“［Of］course，I　cou1d　not　leave　him”（524）），「父と娘の血の

つながりの強さ」を際立たせている。

　つまり，「父との絆」を作申随所に描き込んだ訳は，「Char10tteの人格形成

に，『血（遺伝）』の影響を認めたから」と，作者はここでほのめかしているの

である。

　以上のことから分るように，「Charlotteの人生を描く際の基軸に『血（遺伝）』

を用いているから」というのが，作者が，「父娘の絆」の堅固さを作品中で強調

した理由であるが，そうすることは，必然的に，育った「家庭環境」を詳述す

ることになるから，Mrs，Gaske11は，ここでも，「Char1otteが育った環境を詳

述することによって，彼女を賞賛する」という執筆方針を，作中に生かしてい

る，と言える（Bickは，「Mrs．Gaske11が，人物や環境の奇異さを描いたの

は，そうすることによって，Char1otteの人格の正常さを際立たせるためであ

る」と言ってし）る（117））。

Mrs．Gaskell　has　exhibited　with　great　care　the　two　ultimate　factors，

the　hereditary　and　the　loca1in舳ences，which　united　in　the　production

of　Miss　Brontε’s　remarkab1e　mind．（Easson，亙GCH394）

Charlotte　was　what　she　was　partly　because　she　was　the　daughter　of

Maria　Branwell　and　Patrick　Brontεbrought　up　in　Haworth　Parsonage

on　the　Yorkshire　moors．（Hopkins199）

　上記二つの引用文は，Char10tteの生涯を描くための構成上の基盤として，

Mrs．Gaske11が，「遺伝」と「環境」という人格形成の二大要素を用いているこ

とを，適確に指摘したものである。

この項を終わるに当たり，「母との絆」と「姉妹同士の絆」について考察して

一24一



Mrs．Gaskell，丁肋工挽ぴα〃王。肋肋0”クの構造分析

おきたい。この二つが強調されていることを指摘しておくことは，「『血（遺伝）』

を，伝記の構成基盤にしている」ことの証拠になるからである（「血のつながり」

あるいは「家庭環境」を，作者が伝記執筆の基盤にしていることにっいては，

G6rin（亙G194）や，Wright（64）にも同様の指摘が見られる）。

　まず，「母との絆」について。

　作者は，「伝記の構成基盤に『血（遺伝）』を用いていること」の証拠として，

Charlotteの特徴を語る前に，次のような伏線を張って，母親の特徴をぬかりな

く忍ばせている。（・）CharIotteの“shyness”は，自分が“ng1y”だったのが一因

だが（501），母親Maria　Branwellも，実は，“notpretty”だった（81）。（b）ま

た，Char1otteの数度さは，牧師である父の感化もさることながら，母の“piety”

（83）に負うところが大きく（“the　deep　piety　to　which　I　have　a11uded　as　a

fami1y　characteristic”（80）と，作者は述べている），（c）彼女の“pat｛ence”につ

いても同じである（83）。（d）CharIOtteは，地味な服を好むし（“modest，dainty，

neat　attire”（444）），花嫁衣裳も質素である（516）が，母も“a1waysdressedwith

aquietsimp1icityoftaste”であった（81）。

　また，「姉妹たちは，母を早くに亡くしたために，母親の愛情を満喫出来ず，

そのことが子供嫌いにつながった」と作者が説明する場面（210－11）や，Char－

1ot芝eが，初めて見る母親の手紙を“the　records　of　a　mind　whence　my　own

sprang”（399）と呼び，“I　wished　that　she　had　lived，and　that　I　had　known

her”（400）．と感じ入った，という場面は，「母と娘の血のつながりの強さ」を垣

間見させてくれる。

　次に，「姉妹同士の絆の強さ」について。

　姉妹の仲の良さについては，“［The］six1ittle　creatures　used　to　walk　out，

hand　in　hand，towards　the　glorious　wild　moors，which　in　after　days　they

Ioved　so　Passionate1y；the　e1der　ones　taking　thoughtfu1c乞re　for　the　tod－

d1ing　wee　things”（86）．という場面や，夫折した姉Mariaの優しさと忍耐が，一

彼女をHelen　Burns（Jane　Eyreの親友）のモデルにするほど，いつまでも

Char1otteの脳裡から離れなかったこと（140），更に，Brussels留学時代，EmiIy
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は，Charlotteに頭をもたせ掛けて歩いたし（243），二人はいつも一緒にいたこ

と，また，Emilyについて，“I　think　Emily　seems　the　nearest　thing　to　my

heartintheworld”（355）一と語ったり，Anneを，“Shehasanextraordinary

heroism　of　endurance”（309－10）；“［Atコheart　she　is｛I　be1ieve，a　true　Chris・

tian”（364）、と称賛する，Char1otteの言葉，などから察せられる。

　Char1otteの妹思いは，“［Wbat］C阜ar1otte　cquld　have　bome　Patiently　for

herse1f，．she　could　not　bear，for　her　sister［EmiIyコ”（166）；lrShe　could　bear

much　for　herseIf；．but　she　could　not－patient1y　bear　the　sorrows　of　others，

especially　of　her　sisters”（217）；“［Her　sisters’］life　and　happiness　were　ever

toChar1ottef事r㎎orethanherown”（218）．と繰り返し言及されている。また，

死を覚悟して，。“［Beコasister　to　her［Charlotteコin　my　stead”（367）．と，

Charlotteの親友Ellen　Nusseyに頼むAnneの言葉には，姉を思う彼女の真心

が込められている。

　姉妹たちには，共通の性質一“grave　and　silent”（87）；“［The　three　gir1sコ

were　shy．．．．and　a1ways　preferred　the　so1itude　and　freedom　of　the　moors”

（144）；“their　se1f－denying　natures”（3！3）一があり，作者は，彼女たちの絆の

強さを印象付けるために，“They　were　aI1in　all　to　each　other”（93）．と言い，

“［Thereコis　nothing1ike　it［the　va1ue　of　sisters’・affectionコin　the　world”

（289）．というChar1otteの言葉を引用し，“［The］affection　am6ng　all　thethree

was　stronger　than　either　death．ρr　life”（178）1と断言する。

　Charlotteが，Emi1yの一周忌に，彼女の思い出に苦しんだり（395），もう」

度，妹たちの霊魂と出会うことを望んだり（40エ）・妹たちに先立たれた後・一

人になってからも，夜中にテーブルの回りを歩きながら議論するという姉妹共

通の習慣を止めなかった（166；199；307；381；508）のは，妹たちが，死後も

Charlotteに影響を及ぼしている証拠である。これらの事例は，言い換えれば，

それほど姉妹の絆が強い・こξを表している。．
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　3　「Charlotteの美徳」について

　「作者が，Charlotteを襲う幾多の試練と，それに耐え続ける彼女の美徳を強

調したのは何故か」についての解答の糸口は，章の後半部，遂に結婚という幸

福をつかんだChar1otteを評した，次の二支の中にある。

After　a　hard　and1ong　stmgg工e＿after　many　cares　and　bitter　sorrows

＿she　is　ta§ting　happiness　now1（519）

We　rememberedher　tria1s，andweregladintheideathatGodhadseen

fit　to　wipe　away　the　tears　from　her　eyes．（519）

ここで，Mrs．Gaske11は，「Char1otteの信仰心が神に嘉された」と，宣言して

いる。

　つまり，「Mrs，Gaske11が，試練を辛抱強くこらえるCharlotteの姿を繰り返

し描いたのは，『彼女の信仰の敬虞さ』を印象付けたかったから」であること

を，ここで示唆しているのである。これは，同時に，この伝記の主題でもある。

　作者は，作品申で，“If　her　trust　in　God　had　been　less　strong，she　wou1d－

have　given　way　to　unbounded　anxiety，at　many　a　period　of　her1ife．As　we

sha11see，she　made　a　great　and　successful　effort　to　leave‘her　times　in　His

hands’”（ユ43）．と述べ，「Charlotteの信仰」が主題であることを，認めている。

信仰を貫き通したCharlotteを称えるMaryTay1orの言葉：“A11her1ifewas

but1abour　and　pain；and　she　never　threw　down　the　burden　for　the　sake　of

present　pleasure”（526）．を，作者が伝記の終章で引用したことも，このことを

裏付けている。

　実は，「第2巻第13章」には，作品の主な内容が凝縮されている。

　Haworth訪問の回想部分で，作者は，Keigh1ey駅からHaworthに至る風景

や，CharIotteが語った自分の過去を簡潔に紹介しているが（505－08），これ
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は，それまで伝記の中で語って来たことの総括である。また，彼女が自分の宗

教観を作者に述べた部分の，“［She］said　she　was　trying　to　school　herse1f

against　ever　anticipating　any　p1easure；that　it　was　better　to　be　brave　and

submit　faithfu11y；there　was　some　good　reason，which　We　shou1d　know　in

time，why　sorrow　and　disappointment　were　to　be　the／ot　of　some　on　earth”

（510）．という叙述は，これまでに語ったChar1otteの人生の波欄万丈さを彷佛と

させてくれる。

　更に，挿入された“［If］therebeatrueman’sheartinhisbreast，hecan

bear，submit，wait　patient1y”（513）．というCharlotteの手紙の一節は，彼女の

人問観を吐露したものであり，“My　life　is，indeed，veryuniform　andretired1．．

yet，I　ind　reason　for　often＿renewed　fee1ings　of　gratitude，in　the　sort　of

support　which　still　comes　and　cheers　me　on　from　time　to　time”（514）≡“She

expressed　herse1f　in　other　letters，as　thankfu1to　One　who　had　guided　her

through　much　di冊。ulty　and　much　distress　and　perplexity　of　mind”（516）．は，

神の与えた試練に勝利した者でなければ言えない「信仰心の深さ」を伝えた文

章である。

　Mr．Nicho11sとの結婚について，神へ感謝する気持ちを認めたChar1otteの

言葉“My1ife　is　different　from　what　it　used　to　be．May　God　make　me

thankful　for　it1I　have　a　good，kind，attached　husband；and　every　day　my

own　attachment　to　him　grows　stronger”（521）．には，彼女が悲観的な結婚観

を抱き続けて来たこと（184；192；204；“［It］is　an　imbeci1ity，whichI　reject

With　contempt，for　women，who　have　neither　fortune　nor　beauty，to　make

marriage　the　principa1object　of　their　wishes　and　hopes，and　the　aim　of　a11

their　actions”（254）；278；290；445）を振り返る時，「数多くの試練に耐え通し

た者にのみ与えられる喜びの大きさ」や，「信仰を持ち続けることの大切さ」が

込められており，作品の主題を想起させられずにはいられないものがある。

本章で述べたことを整理すると，次の上うになる。
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　まず，「A。三つの基軸」において，作品に一貫して描かれているものが三つ

あることを指摘した。即ち，「Haworthの描写」「父との絆」「Char1otteの美徳」

である。

　次に，「B。『第2巻第13章』の分析」において，作者が三基軸を用意したの

は，「環境を記述することでChar1otteを弁護する」という当初の目的を果たす

ためであり，その意図をほのめかしている，という意味で，「第2巻第13章」

が作品分析の鍵になる，ということを指摘した。

　「三基軸を用いて，執筆意図を，どのように説明しているか」という問題につ

いては，次のように解答することが出来る。

　　（1）作者は，「Char／otteの人格形成の源は，環境と遺伝にある」と考えて

　　　おり，そのために，彼女が育った土地（「Haworthの描写」）や，家族の

　　　つながり（「父との絆」），を強調する必要があった。・

　　（2）作者は，「Charlotteの優れた入間性を世間に訴えること」を執筆の目

　　　的としており，そのために，彼女の苦難と信仰心（「Char1otteの美徳」）

　　　を繰り返し描く必要があった。

（“Gaske1rs　carefu1descriptions　of　the　disma1，apparent1y　comfort1ess

Yorkshire　landscape，the　grim　Parsonage，Charlotte’s　eccρntric　father．．．

create　more　than　an　appropriately　vivid　backdrop　for　the工枇”（Bick114）；

“There　is　recognition　of　the　importance　of　environment，especia11y　early

environment，as　a　conditioning　factor　in　determing　Char！otte’s　out1ook　on

life”（Hopkinsユ99）；“No　matter　where　she　went　or　what　she　saw，Char－

1otte　Bront芭’s　standards　were　drawn　from　Haworth　and　her　fami1y”（Lans－

bury，亙G　j　NSC133）；“her　very　mind　had　been　shaped　by　that　p1草。e．．

Haworth　was　hke　a　we11from　which　she　drew　the　w早ter　of　her．inspiration，

and　the　we11in　w車1ch　she　ultimate1y　drowned”（Lansbury，亙0’〃SCユ4ユ）。

という四つの引用文を，上記（1）と（2）の見解を裏付ける証拠として，本章の最後

に挙げておく。）
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1V．作品構造の分析

　乃e工枇ぴC肋〃0施砂0〃εの中で描かれる対象を，言及が多い順に並べ

ると，①Charlotteが他を凌駕して一位である。これは当然にしても，以下，②

Ame，③Emily，と続く。ここまでは，大方の読者も予想がつかれるであろう

が，では，四番目となると，何が来るか，想像がつかれるだろうか。実は，④

Mr．Bronteが来る。更にその次は何かお分かりになるだろうか。⑤Haworthで

ある（詳細は，「表4The口fe　of　Char’0tte　Bron蛇における登場人物の章別

言及頻度」及び「表5The　Life　of　ChaHotte　Brontεにおける登場人物の章別

頁当たり言及頻度」を参照されたい）。

　これまでに説明してきたように，Mrs．Gaske11は，「Charlotteを弁護する」

という明確な意図を，「彼女が育った環境を詳述する」という方法でもって，作

品に描き込んでいる。では，その方針は，作品構造に，どのように反映されて

いるだろうか。

　この問題を調べるために，筆者は，各登場人物が作品中にどの程度言及され

ているか，を点検してみることにした。その結果が，「表4The　L”e　of　Char－

IOtte8rontξにおける登場人物の章別言及頻度」と「表5The口fe　of　Char－

lotte　Brontεにおける登場人物の章別頁当たり言及頻度」である。

　「表4」は，作品における，各登場人物への言及回数を，その人物の名前，そ

の人物を指す代名詞等を基に，章毎に累計したものである。

　「表5」は，その結果を，更に，各章の員数で割り，各登場人物の一頁当たり

の言及頻度を求めたものである。

　そして，「グラフ　各登場人物の章別頁当たり言及頻度」は，「表5」で得ら

れた結果を，グラフ化したものである。

　この三つの図表を，「作者の執筆方針がどのように反映されているか」という

観点から分析すると，次のようなことが分かる。

（！）Charlotteの伝記であるから，彼女への言及が圧倒的に多いことは当然に

　しても，その次に言及回数が多いグループは，Mr．Brontε，Emi1y，Anne，の
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　回数を，固有名詞，代名詞等を基に，章毎に累計したものである。

Volume I H
総計

Chapter 1：i＝ヨ＝ヰ＝5＝6＝一＝田＝，＝10＝11＝1＝＝1ヨ＝14「　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　一　　　　　一

小計
1＝＝＝ヨ＝そ＝5＝拮＝一＝ヨ＝ヨ110＝ll＝1…113＝14一　　　　‘　　　　一　　　　一　　　　一

小計

P目triok

ﾚront邑

l　12401　r　l　l　l　l　l　：　l　l　r
E≡1｛111≡l1111≡仙111≡1111｛111111！11／ ○蛎

＝l18＝「＝＝＝＝＝＝11＝＝lil■一一一1－1　一■80＝「4昌＝ヨO＝30＝4呂＝21「19＝19「27－2丁＝2石180＝3

576 1．221

Maria

撃vile〕

11i5ザ111111111ヨ131　1210101ユl　Ol　Ol　ll　Ol　O．Ol　O

165

1111111111111010：01011910101110111011roll
2ヨ ユ8島

MaHa

撃р≠撫ｹhter〕
ll P02＝llllll＝ll＝：一」一一一一1一一一■

P■／＝＝l1一＝1＝1＝1－1＝O＝l11＝O＝1 ユ99

一一■一一1一■■一一一一一　　1　　一　　■　　一　　一　　1　　一　　■　　一　　1　　一　　≡

潤uololo：olガ。111olololollll　　　「　　　　　　　　　　　　　　　1 3 202

E1izabeth 111111111111141王1冊1361017；工14101011jo．一〇lo
ユヨ3

≡11111111111101　ol　ol　ol　ol　o．o．一ユl　ol　ol〇一〇l　ojユ

2 ユ35

111112昌r1254112431r32311276r
撃撃撃撃撃｢ll；／l／≡1111≡jll11jlllドl11 3，755

＝922＝　r螂＝　＝240＝　＝洲1　＝502＝　＝337r　＝33

Q021132211271111呂111ヨ9411・ヨ00114921 5，OOユ 昌．756

ChaHotte

oatriok

ﾚran陥11

＝＝＝＝：；；1；11＝162：一一一一「一一一一　　一1－5＝1＝1呂「1＝71＝8＝51「ll＝13＝11111ぺ　＝11

575

　　　　≡　　　　≡　　　　＝　　一　　一　　■
P1131∴151－111121書12171工11 99

舳

Emilソ

iane

1≡11111157111！351116．5182＝29171＝71691　．48＝5石1　．Oユ135：99　960 12501≡111111111141，　131：20112一ユ6141301』1171311：島11

438 1，39昌

＾㎜e 1111111111111　l　l1石11113111111110111111島312111115191615 ＝275＝＝1＝1r＝＝＝1＝＝411　1357＝9r11＝1413＝l1：31プ111　ll　l11■　　一　　一　　1　　一　　一　　■　　1　　一　　■　　一　　＝　　一

745 1，370

Miss

ﾚran㈹ll

1≡111111111110■O1君一3工一8－7■5－25■28一別一ユ3，1－O．Oユ50 1111111111111三一〇1工■o－o一一〇lo一一〇一〇lolololo：工　　　；　　　　≡　　　　　　一　　　　一

3

Tabby ≡≡≡≡1≡111111101　Ol　Ol　Or4610r4143111110リ8．O11
115

一一1－1　　－1　　－1－1P111111111；111’17．1116．11？．O．O．7．3，210．5，1
64

棚1囎

Hawo舳＆its

メBundin菖5

r125111：11…l11112昌＝　140＝1311日＝1412雪「5島＝141711512412918一　　一　　一　　■　　一　　■　　「　　一　　一　　一　　一　　1　　一

428

一一　　一一■一コ1一一1－ll＝1＝lllll＝ll
撃n＝ヨ21．9＝1213412511312畠11811ヨ141121石216一　　　　一　　　　■　　　　コ 300 728

Elizabeth

faskell 1．ミ．llllll：一1P111111r1111＾l／111111111111・111111 280

llllllllllllloぺ一一一一1一■，一■’一■
P5＝43＝ユ4116＝呂リ140＝20＝13＝66＝6109＝＝13 429 709



竃

　　　　　　　　　　表5　〃e止脆。f　Cha〃。材e8r㎝おにおける登場人物の章別頁当たり言及頻度
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　回数を，固有名詞・代名詞等を基に，章毎に累計したものを，各章の真数で割り，各登場人物の1頁当たりの言及頻度を求めたものである。
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　三人である（「表5」の「総平均」欄を参照）。こ札は，Char｝otteの「家庭環

　境」を詳述した結果であるから，この点では，執筆方針が，作品構造に反映

　されている，と言えよう。

（2）上記第2位グループの顔ぶれを見て気づくことは，意外と，Mr．Brontεへ

　の言及が多いということである。これは，「父との絆」を強調することによ

　り，「家庭環境（血のつながり）」がCharlotteに与えた影響の大きさと，．「父

　への従順」という彼女の「美徳」を読者に伝えんとした結果であるから，こ

　の点においても，執筆方針は，作品構造に反映されている，と言える。

（3〕第3位に来るのは，Branwe11，Haworth，Mrs．Gaskellの三人（「Hawor－

　th」も，便宜上，登場人物の一人として考えた）であるから，Haworthへの

　言及が結構多い（逆の言い方をすれば，Brontε家の一員であるはずの

　Branwe11への言及が意外と少ない）（「表5」の「総平均」欄を参照）。これ

　も，Char1otteの人格形成における「環境」の影響を強調した結果であるか

　ら，同様に，執筆意図が投影されている，と言える。

（4）Haworthへの言及は，最初から最後まで，途絶えることがない（「表4」「表

　5」および「グラフ」の，「Haworth」の欄参照）。このことは，執筆意図が

　如実に反映された結果である。

（5）Mrs．Gaske11が第3位グループにいることを，どう考えるか。「出来るだけ

　CharIotteに自らを語らせ，作者自身は陰に隠れる」という執筆方針を顧みる

　時，作品構造は，その方針を反映していると見るか，あるいは，方針は無視

　されている，と見るか（「表5」の「総平均」欄を参照）。「グラフ」を参照し

　て戴ければ，分かるように，Mrs．Gaskenへの言及回数が増えるのは，①「第

　2巻第7章」，②「第2巻第ユ2章」，③「第2巻第13章」，そして④「第2巻

　第14章」の四回である。言及が増えた理由を，「表2The　Life　of　Charlotte

　Brontεの構成」で確認して戴くと，それぞれ，①Char1otteがMrs．Gaske11

　と初対面する場面だから，②CharlotteがMrs．Gaske11毛を訪問する場面だ

　から，③自分が初めてHawOrthを訪ねた時の印象を綴った章である上，全編

　の内容の凝縮を試みた章だから，④最後に，伝記に込めた思いを語った章だ
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から（Wrightは，「語り手として名乗り出たから」と言っている（15ユ）），と

いうことになる。これ以外の章では，言及回数は極端に少なくなるから，「陰

に隠れる」という方針は守られていると考えていいのではないだろうか。

V．結

　本稿は，Mrs．Gaske11，丁加ム枇げC肋γZo〃eル。〃ξ（1857）における，主題

と構造の有機的関連性の有無を検証したものである。

　まず，「I．序」で，本稿の目的は，「主題（執筆意図）が，作品の内容と構

造にどのように反映されているか，を解明すること」である；と述べた。

　次に，「II．伝記執筆の経緯」では，作者の執筆目的と執筆方針を探るため

に，作者の書簡を基に，伝記執筆の経緯を辿った。その結果，作者は，「Char／otte

の作品の不道徳性は，彼女が育った環境に因るものであり，彼女白身は，非常

に高潔な人格の持ち主である，ということを，出来るだけ彼女白身の言葉を用

いて，世間に訴えること」を意図に，執筆していることが明らかになった。

　続いて，「III．作晶内容の分析」では，前章で明らかになった執筆方針が，具

体的に作晶内容にどのように生かされているのか，「第2巻第ユ3章」の意味に

注目しながら，探った。

　そして，「IV．作品構造の分析」では，「主な登場人物は，ど札くらいの頻度

で言及されているか」を図表化することにより，上記の執筆方針が，作品構造

にどのように反映されているか，を点検した。

　以上の考察の結果，結論として言えることは，「Mrs，Gaske11の執筆意図は，

忠実に，作品内容と構造に反映されており，従って，この作品は，作品の主題

と内容と構造とが有機的に絡み合った，完成度の高い作品である」ということ

になる。

最後に，「伝記が不可避的に帯びる虚構性」について触れておきたい。

伝記について，あたかも小説であるかのように，その主題と構造の有機的関
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連性を探ろうとする試みは，無意味であるという考えもあるだろう。

　しかし，伝記は，限り無く事実に近い，虚構である。伝記作家は，収集した

事実を整理し，取捨選択するから，彼が描き得るのは，彼独自の視点から見た

人物像に過ぎない。つまり，彼は，事実を基に，彼白身の解釈による人物を創

造することになる（A1exander114；“In　so　many　biographies　the　subject

becomes　a　projection　of　the．author’s　own　imagination　or　wishfu1thinking”

（Lansbury，亙G79）；“Facts　remains　facts，but　their　arrangement　and　inter－

pretation　are　the　biographer’s　responsibi1ity”（Lansbury，亙G8ユ））。　ここに，

伝記が虚構性を帯びる理由がある。

　乃eム枇ぴC肋γ肋e扮0〃どの虚構性に言及した論稿は，実は，少なくな

い。その幾つかを紹介することによって，本稿を締めくくりたいと思う。

（・）まず，「Char1otte弁護」という執筆方針に合致しないことを理由に，作者

　が，「CharlotteのMr．Hegerへの恋情」に触れなかった点を指摘したもの

　　　Bonaparte237≡Bエ。detsky77；Fraser，τB∫489；G6rin，亙G　170；

　Gεrin，intro．ix－x；McVeagh30－31；“To　have　revea1ed　anything　of

　this．．．would　have　ruined　Gasken’s　defence　of　her　friend　as　tru1y　womanly

　writer”（Spencer73）；“Part　of　her　mission　was　to　defend　Brontεagainst

　the　accusations　of　sensua1ity　／eve1Ied　at　her　nove1s：the　story　of　her

　starved1ove　must　not　be　to工d．The　biography，supposed1y　so　devoted　to

　showing　Char1otte’s　inner1ife　and‘the　circumstances　which　made　her

　what　she　was，’thus　invo1ved　a　suppression　which　matched　Charlotte’s

　own”（Ug1ow，亙G339）；Ug1ow，intro．xvii；Whit丘eid157．

（b）「Char1otteの称賛」という目的を優先したために，「Char1otteの欠点」を

　省略するという作為が入ったことを指摘したもの一“Intent　on　proteCting

　Char1otte　from　the　least　taint　of　that　passion　and　rebe11iousness．．．GaskeI1

　depicts　Charlotte．．．as　an　exemp1ar　of　conventiona1fema1e　virtue”（Bick

　112）；Fraser，AA　3451Ganz　187－88；Gξrin，亙G　165；Spencer　74；

　Whit丘e1d54，156．
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（・）Char1otteの初期作晶について詳述しなかったのも，目的を優先したこと

　による，としたもの　　B1ck127－28（初期作品に詳しく立ち入らなかった訳

　について，作者自身は，“They　give　one　the　idea　of　creative　power　carried

　to　the　verge　of　insanity”（工e施肥398）．と説明している。）

（d）牧師補Wi11iam　Weightmanへの憧れやSmith＆E1der社社員James

　Taylorの求婚を省略した点を指摘したもの　　B1ck　u9，ユ21－22，G6rm，

　CB574．

（・）Char1otteのオリジナルの手紙の変更や選択について指摘したもの一Ei－

　frig7ユ；Ganz188，190，281－82；Wrightユ53．

（f）遺族に配慮したために，真相を隠さざるを得なかった点（このことは，実

　は，Mrs．Gaske11自身がJ．S．Mi11への手紙の中で認めている（工e〃eγ8568））

　を指摘したもの一A11ot33；Bonaparte236；Hopkins176．

（9）その他，虚構性を指摘したもの一“Her　modi丘。ations　of　the　facts　of

　Charlotte’s　life　were　made　with　the　utmost　tact　and　at　the　instigatiop　of

　her　own　sensitive　de1icacy”（McVeagh33）；“instinctive丘。tionalization”

　（She1ston25＿26）．

（h）作品中の小説的技巧を指摘したもの　　Bonaparte250，“Many　of　the

　qua1ities　which　characterise　Mrs．GaskeI1’s　work　as　a　nove1ist　are　evident

　in　the　biography”（Brodetsky71）；“Mrs．Gasken　uses　the　device　of‘負ash－

　back’to　build　up　interest　as　sympathy　for　her　heroine”（Co11oms8－9）；

　“She　exercises　the　nove1ist’s　ski／1in　ana1ysing　the　phenomena　of　Char－

　lotte’s　moods　and　actions”（Ho1dane175）；Lansbury，亙G　j　NSC154，

　209－20；Stephen417－19；Uglow，亙G256；Wright240．

従って，伝記をあたかも虚構の如く論じることは，あながち無意味なことで

はないのである。
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